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田
山
奈
美
恵
（
髭
釜

1区
）

こ
の
世
に
生
を
受
け
、
早
2
0
年
。
成
人
式

を
迎
え
る
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
私
を
育
て
て
く
れ
た
家
族
と
今
ま

な
時
で
も
前
を
向
き
、
自
分
の
足
で
歩
い
て
い

け
る
打
た
れ
強
い
人
間
に
な
っ
て
い
き
た
い
。

正

木

覚

（髭
釜
1区
）

打
た
れ
強
い
人
間
に
な
り
た
い
。

私
は
、
人
生
に
は
色
々
あ
っ
て
当
然
だ
と
思

う
。
人
は
時
と
共
に
押
し
寄
せ
て
く
る
出
来
事

を
自
分
の
人
生
と
し
て
受
け
止
め
て
生
き
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
想
像
以
上

に
辛
く
、
厳
し
い
事
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
ん

芝
沼
涼
子
（
原
研
住
宅
）

大
洗
町
を
離
れ
て
み
る
と
こ
の
町
の
「
美
し

さ
」「
や
さ
し
さ
」
「
大
切
さ
」
を
実
感
し
た
。

私
の
1
8
年
間
が
い
っ
ぱ
い
に
つ
ま
っ
た
大
洗
で

自
分
の
目
標
を
見
据
え
、
常
に
前
向
き
に
人
生

を
送
り
た
い
と
思
っ
゜

関

克

則

（川
口

西
暦
2
千
年
に
成
人
式
と
い
う
人
生
の
節
目

を
迎
ス
て
、
新
た
な
決
意
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
私
た
ち
を
2
0
年
間
や
さ
し
く
見
守
っ
て
く

れ
た
方
々
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
心
か
ら
感
謝

し
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
人
間
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
た
ち
の
声
（
抱
負
・
夢
）

2000.2.7 広報おおあらい (2) 



2000年
大洗町成人式

1月第2月曜日の1月10日「成人の日」に大洗

文化センターにおいて、新成人277人が出席し、

大洗町成人式が行われました。

新成人が実行委員会を組織して自らの手で運営

した式典では、小谷町長から「21世紀はあなた

方が創る世紀です。自己の研鑽に励まれ、世界に

限りなくはばたくことを願っています。」と式辞

が述べられ、また、新成人を代表して小沼美咲さ

んが「これからは、成人としての自覚を持ち、地

域社会の発展に貢献できるように努めていきた

い。」と宣誓しました。

式典後には、北海道への船旅プレゼントが当た

るビンゴゲームなどが行われ、新成人の皆さんは、

同窓会的な雰囲気を楽しんでいました。

大洗町成人式

節目の年、 2000年辰年に

ちなみ、新成人たちの天

かける屏竜のような飛躍

を願って会場に掲げられ

たモニュメント

ーヽ

。
し と

し
て
の
誇
り
と
夢
を
忘
れ
す
に
人
生
を
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。
僕
た
ち
の
心
構
え
が
町
や

国
を
変
え
て
い
く
の
で
す
。

川

上

和

之

（角
＿
4
区
）

「
成
人
」
と
し
て
は
、
未
熟
で
あ
る
が
、
「
成
人
」

と
い
う
肩
書
き
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
社
会
人
と
し

て
自
己
責
任
の
精
神
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

豊
（
永
町
1
6
区
の
2

)

2
千
年
代
最
初
の
成
人
の
み
な
さ
ん
、
成
人

井
上

関
係
す
る
す
べ
て
の
人
達
に
感
謝
す
る
こ
と
を

忘
れ
す
に
生
き
て
い
き
た
い
。

米
川
博
恵
（
永
町
1
6
区
の
3

)

豊
か
な
自
然
や
あ
た
た
か
い
地
域
の
方
々
に

恵
ま
れ
た
大
洗
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
記
念
す
べ

き
2
千
年
に
成
人
を
迎
ス
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
日
を
新
た
な
出
発
の
日
と
し
、
目
標
に
向

か
っ
て
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
松
崎

（永
町
3
区
）

一
人
の
人
間
と
し
て
責
任
を
持
ち
、
自
分
に

陽

で
出
会
っ
た
す
べ
て
の
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

と
努
力
で
未
知
の
自
分
を
開
拓
し
、
可
能
性
を

高
め
、
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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大洗町捐防出悧式

r
|
 

▲大隊特別点検「気が引き締まります」

大
洗
町
の
消
防
体
制
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
団

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
は
、
消
防
署
や
消
防
団
を
総
括
し
、
火
災
、

震
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
町
民
を
守
る
た
め
の
総

合
的
な
消
防
力
の
配
置
や
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
署
は
、
火
災
や
人
命
の
救
助
・
救
出
、
救
急
業
務

を
職
業
と
す
る
組
織
で
す
。

消
防
団
は
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
火
災
や
風
水
害
等
の

災
害
に
出
動
す
る
ほ
か
、
日
頃
か
ら
防
災
幣
発
活
動
を
行

う
な
ど
地
域
奉
仕
的
な
性
格
が
強
い
回
体
で
す
。

ま
た
、
主
婦
の
立
場
か
ら
防
火
を
担
う
大
洗
町
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
も
地
域
に
狼
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
、
消
防
団
、
民
間
防
災
紺
織
の

連
携
で
守
る
地
域
の
防
災

1
月
7
日
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
大
洗
港
第
4

埠
頭
イ
ベ
ン
ト
バ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
団
員
の
辞
令
交
付
か
ら
始
ま
り
、
団
長
訓
示
や
人

員
報
告
、
機
械
・
機
具
点
検
の
後
、
分
列
行
進
や
放
水
試

験
が
行
わ
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
て
き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
永
年
勤
続
者
や
優
良
消
防
団
貴
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

「
災
害
か
ら
住
民
の
身
体•生
命
と
財
産
を
守
る
」
と
い
う

地
域
防
災
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

2000.2.7 広報おおあらい (4) 



地
域
を
守
る
団
本
部
と
9
つ
の
分
団

消
防
団
は
、
団
本
部
、

9
つ
の
分
団
の
2
1
6
人
体

制
で
災
害
時
の
出
動
の
ほ
か
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
夜

警
や
様
々
な
訓
練
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
い
ま
す
。

▼
団
本
部

4
名

モ
第
二
分
団
25
名

で
第
四
分
団
25
名

竺
第
六
分
団
23
名

竺
第
ハ
分
団
15
名

マ
第
一
分
団
24
名

て
第
三
分
団
30
名

て
第
五
分
団
24
名

了
第
七
分
団
22
名

て
第
九
分
団
24
名

（
 問

し
て
の
防
火
の
呼
び
か
け
な
ど
草
の
狼
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
初
期
消
火
訓
練
、
救

命
講
習
、
防
火
の
基
礎
知
識
な
ど
の
研
修
会
へ
の
参
加

を
は
じ
め
、
大
洗
駅
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
防
火
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
お
宅
を
訪

防
火
に
活
躍
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

～ 
2 

u~＼＼名も し K
卜`＼人防

し1I 
りd．＂ヽ・

. ~. 
： ：ミ・

： 9 t ;• 

、`
｀

1
月
26
日
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
西
福
寺
関
係

者
や
消
防
署
員
、
消
防
団
員
、
文
化
財
保
護
審
議
委
員
、
幼
少

年
婦
人
防
火
委
員
会
委
員
な
ど
多
数
の
方
々
の
参
加
に
よ
り
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
よ
り
出
火
、
本
堂
に
延
焼

し
つ
つ
あ
る
と
い
う
設
定
で
1
1
9
番
通
報
か
ら
始
ま
り
、
初

期
消
火
、
消
防
隊
に
よ
る
放
水
ま
で
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感

の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
関
係
者
に
よ
る
消
火
器
の
取
扱
い
な
ど
基
礎
的
な
防

火
訓
練
も
行
わ
れ
、
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
防
災
訓
練

(5) 広報おおあらい 2000.2.7 
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目

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

新
春
を
祝
う
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
ー

月
1
4
日
（
金
）
に
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
歴
代
の
叙
勲
受
章
者
や

田
山
県
議
、
町
議
会
議
員
、
町
内
各
種

団
体
、
企
業
、
事
業
団
、
商
工
会
、
観

光
協
会
の
方
々
な
ど
約

2
0
0
名
が
年

頭
の
あ
い
さ
つ
に
集
ま
り
ま
し
た
。

賀
詞
交
歓
会
の
発
起
人
を
代
表
し
て

小
谷
町
長
が
「
景
気
低
迷
等
の
厳
し
い

社
会
情
勢
が
続
く
な
か
で
、

2
0
0
0

年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い

禦
開
け
に
ふ
さ
わ
し
く
、
更
に
飛
躍
で

き
る
よ
う

2
0
0
0
年
ま
ち
づ
く
り
戦

略
会
議
を
発
足
さ
せ
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
「
ふ
る
さ

と
」
と
な
る
よ
う
官
民
一
体
と
な
っ
て

町
の
特
色
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
フ

ェ
リ
ー
就
航
1
5
周
年
を
記
念
す
る
式
典

を
開
催
し
、
今
後
の
発
展
に
向
け
て
の

ム
ー
ド
の
盛
り
上
げ
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
渡
辺
議
長
の
あ
い
さ
つ
、
来

賓
の
田
山
票
議
の
祝
辞
の
後
、
石
田
副

議
長
の
乾
杯
。
ま
た
、
小
松
崎
商
工
会

長
の
発
声
で
万
歳
三
唱
し
、
お
互
い
の

活
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

先
般
、
国
会
等
移
転
審
議
会
が
首

都
機
能
移
転
先
候
補
地
の
答
申
を
行

い
、
本
県
地
域
は
、
自
然
災
害
に
対

す
る
安
全
性
に
優
れ
る
な
ど
移
転
調

査
対
象
地
域
の
中
で
「
栃
木
•
福
島

地
域
」
及
び
「
岐
阜
•
愛
知
地
域
」

に
次
い
で
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誘
致

組
織
や
議
会
な
ど
と
一
体
と
な
っ

て
、
様
々
な
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
あ
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
県
地
域
は
、
移
転
先
候
補
地
と

し
て
選
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
栃
木
•
福
島
地
域
と
連
携
し
、
こ

れ
を
支
援
、
補
完
す
る
役
割
が
期
待

さ
れ
る
地
域
」
と
さ
れ
、
新
都
市
の

整
備
に
よ
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
の
地
域
振
興
に
と
っ
て
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
歪
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
、
北
東
地
域
の
各
県
と
連

携
し
て
利
根
川
越
え
の
首
都
機
能
移

転
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く

と
と
も
に
、
本
県
へ
の
波
及
効
果
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

■茨
城
県
首
都
椴
能
移
転
促
進
協
議
会

重みづけ手法による総合評価の結果
各地域の評価結果は以下のとおり 。本県は10地域中第3位の評価を受けました。

：合を
・トヒッ9ス． 

対象地域名 宮 栃木•福島 塁悶悶ニ重・ 畿央城

鷹夏
． ． 

晨冒冒計算方法 重

重みづけ作業の最終結果に 320 353 325 344 333 340 316 302 310 298 
より計算

首罷機罷移輯

国

＾ ^ 
フ z
後等
の移

臀畠
組議
み会
にの
つ答
い申

て量

2000.2.7 広報おおあらい (6) 



勇壮な荒磯太鼓と心温まる「はまぐり汁」の湯煙が

漂うなかで、大勢の皆さんと一緒に2000年の初日の

出を迎えた。

新千年紀の票開けを祝おうと町が企画した「2000

年の初日の出イベント」の光景である。大洗海岸で初

日の出を見ようと集まった大勢の皆さんは、太鼓の轡

きと共に昇る日の出の壮快さと冷え切った体にしみい

る「はまぐり汁」の温かさに、町の勢いと温かさを感

じていただけたのではないだろうか。

2000年1月1日、この記念すべき日をとても清々

しくスタートできたこの勢いを、今年の干支「辰」に

あやかり、天駆ける龍のごとく更なる飛躍の年にして

いきたいと思います。

昨年の後半は臨海事故による風評被害で観光客が減

少し、厳しい状況が続きましたが、今年は、その影密

を払拭し、更に戦略的に観光客の誘致に力を入れてい

かなければならないと考えています。

幸い、地域のイベント事業に伴う財政支援を国に積

極的に働きかけたところ科学技術庁の財政面での支援をいただき誘客

につながるイベントを展開いたします。

その一環としての「2000年の初日の出イベント」や2月20日から

3月12日の22日間に 「大洗おさかなフェアー」を開催し、全国から

水戸の梅まつりに訪れる観光客の多いこの時期に、ぜひとも本町の民

宿、旅館、ホテルに宿泊していただき、お泊まりいただいたお客様全

員に、大洗の特選ひものをプレゼントさせていただきます。

このようなイベントをとおして大洗町のホスピタリティーを確立

し、宿泊客の誘致と大洗へもう一度来てみたいというリピーター客を

確保し、更には地場産品である水産物や水産加工品の消費拡大につな

がり、町全体の経済波及効果を生み出し勢いのある元気な町になる起

爆剤として期待をしています。

〇

誘
客
イ
ベ
ン
ト
で
更
な
る
飛
躍
ヘ

゜
大
洗
町
長

小
谷
隆
売

゜大洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
祝
町
支
部
が

福
祉
・
文
化
顕
彰
団
体
と
し
て
表
彰

大
洗
町
社
協
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

平
成
6
年
に
発
足
し
た
祝
町
支
部
（
有

田
巳
義
支
部
長
）
が
、
財
団
法
人
常
陽

新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
第
12
回
福
祉

文
化
顕
彰
団
体
と
し
て
1
月
2
1
日
に
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

祝
町
支
部
は
、

総
合
企
画
、
在
宅
福

祉
、
母
子
児
童
、
高
齢
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
5
つ
の
専
門
部
会
を
組
織

し
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

特
に
祝
町
小
学
校
区
内
の
学
校
地
域

連
携
事
業
へ
の
協
力
体
制
や
福
祉
の
つ

ど
い
、
ふ
る
さ
と
秋
祭
り
な
ど
を
開
催

し
、
お
年
寄
り
、

P
T
A
、
子
供
た
ち
、

三
世
代
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
参
加
す

る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
他
の
地
区
の
リ

ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
活
動
中
の
祝

町
支
部
は
、
更
に
生
き
が
い
の
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
前
進
を
続
け

て
い
ま
す
。

（
 

▲左から堀江事務局長、小谷町長、有田支部長

春
寒
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
こ
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
図
ら
す
も
小
谷
町
長
よ

り
収
入
役
と
し
て
の
こ
推
挙
を
い
た

だ
き
去
る
十
二
月
の
定
例
町
議
会
に

お
き
ま
し
て
、

収
入
役
選
任
の
ご
同

意
を
賜
り
一
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し

て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
不
肖
私
は
、

も
と
よ
り
浅
学
非
オ
の
身
で
あ
り
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
の
日
本
経
済
は
バ
ブ
ル
崩
壊

の
影
響
に
よ
る
大
中
小
企
業
の
倒
産

を
は
じ
め
、
統
廃
合
に
よ
る
リ
ス
ト

ラ
な
ど
に
よ
り
失
業
率
は
年
々
増
大

の
傾
向
に
あ
り
、
景
気
回
復
の
き
ざ

し
も
不
透
明
な
も
の
が
あ
り
憂
慮
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
社
会
環
境
を
行
政
を
担

う
私
共
職
員
が
真
摯
に
受
け
と
め
無

駄
の
な
い
実
効
性
の
高
い
事
務
事
業

の
執
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
四
月
か
ら
地
方
分
権

一
括
法

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

‘、大
洗
町
収
入
役
に

芳
賀
員

が
施
行
さ
れ
ま
す
が
｀
地
方
自
治
体

の
運
営
は
自
己
責
任
に
お
い
て
自
主

性
、
自
立
性
を
も
っ
て
特
色
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
を
図
る
も
の
で
あ

り
、
行
政
変
革
の
時
代
を
迎
え
全
職

員
が
認
識
を
深
め
、
よ
り
よ
い
町
づ

く
り
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
方
の
時

代
を
迎
え
行
財
政
も

一
層
厳
し
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
四
月

一
日
か
ら

の
介
護
保
険
の
施
行
を
は
じ
め
諸
施

策
の
推
進
な
ど
財
源
確
保
に
は
鋭
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
谷
町
政
も
一
期
目
最
終
年
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
南
中
学
校
改
築
工
事
、

新
大
洗
水
族
館
の
建
替
え
な
ど
熱
意

を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

ニ

十

一
世
紀
に
向
け
て
は
、
子
ど
も
科

学
館
の
建
設
を
は
じ
め
大
貫
台
地
、

二
葉
町
地
区
の
開
発
な
ど
利
活
用
を

は
か
る
た
め
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
の
行
政
施
策
の
推
進
に

あ
た
り
微
力
な
が
ら
小
谷
町
長
を
支

え
て
ま
い
る
所
存
で
お
り
ま
す
。
終

に
あ
た
り
、
私
も
心
新
た
に
収
入
役

の
使
命
を
果
す
べ
く
誠
I
L
i
誠
意
を
以

っ
て
努
力
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
の

で
、
町
民
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
こ
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

＿ 
氏
が
就
任

(7) 広報おおあらい 2000.2.7 



初
釣
の
波
止
に
親
子
の
会
話
あ
り

新
し
き
薬
の
温
も
り
注
連
飾

髭

釜

稲

田

冨

穂

（
評
）
歳
末
、
神
棚
や
玄
関
に
飾
っ
て
、

家
の
内
外
の
不
浄
を
払
い
、
清
々
し
く

新
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
注
連
飾
り
で

あ
る
。
年
の
市
の
寒
風
が
テ
ン
ト
を
鳴

ら
す
裸
電
球
の
灯
り
の
下
で
買
い
求
め

た
お
飾
り
の
新
藁
の
温
も
り
。
そ
の
あ

た
た
か
さ
に
感
動
し
た
の
で
あ
る
。

か
ん
び
よ
り

学
校
の
窓
明
け
放
し
寒
日
和

東

光

台

大

川

た

か

（
評
）
驚
い
た
こ
と
に
こ
の
寒
中
、
学

校
の
窓
が
開
け
放
た
れ
て
居
る
。
暖
冬

な
の
で
あ
る
。
風
が
弱
く
、
そ
の
分
教

室
内
を
暖
め
る
日
差
し
も
強
す
ぎ
る
の

だ
ろ
う
。
い
す
れ
寒
さ
は
戻
る
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
に
し
て
も
異
常
で
あ
る
。

孫
た
ち
の
笑
顔
揃
へ
し
賀
状
か
な

髭
釜
清
水
拡
一
朗

（
評
）
今
、
若
い
夫
婦
達
に
流
行
し
て

い
る
写
真
入
り
の
年
賀
状
で
あ
る
。
カ

ラ
ー
写
真
の
中
に
一
家
中
の
笑
顔
を
揃

え
て
年
頭
の
賀
詞
を
述
べ
、
近
況
を
追

伸
し
た

一
葉
の
ハ
ガ
キ
に
、

祖
父
の
顔

も
思
わ
す
笑
み
崩
れ
る
の
で
あ
る
。

．． ． ． 

新
町
岸
和
田
和
子

（
評
）
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・
カ
ー
で
正
月

の
波
止
場
に
寝
泊
り
し
、
釣
を
楽
し
ん

で
い
る
一
家
族
。
今
昼
食
の
真
最
中
で
、

そ
の
食
卓
か
ら
賑
や
か
な
親
子
の
会
話

が
、
波
止
の
寒
風
の
中
へ
弾
け
と
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
初
釣
と
言

う
季
語
は
大
歳
時
記
に
も
無
い
が
、
釣

人
口
の
急
増
し
て
い
る
昨
今
、
初
漁
の

傍
題
と
し
て
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

磯
山
の
松
百
態
や
冬
に
入
る

新

町

加

藤

宗

一

（
評
）
紅
葉
の
色
褪
せ
て
、
山
に
落
葉

の
音
の
す
る
頃
に
な
る
と
、
百
年
色
を

変
え
ぬ
松
の
緑
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な

る
。
白
砂
青
松
の
色
合
も
申
分
な
い
が
、

幹
の
く
ね
り
様
、
枝
の
差
し
具
合
な
ど
、

百
木
百
態
の
立
ち
姿
は
誠
に
興
深
い
も

の
が
あ
る
。

想
ひ
出
の
形
見
を
羽
織
る
寒
さ
か
な

明
神
町
小
松
崎
美
代

か
ん
や

（
評
）
寒
夜
、
つ
の
る
寒
さ
に
更
に
重

ね
着
し
た
衣
は
｀
故
人
の
形
見
の
品
物

で
あ
っ
た
と
言
う
。
誰
の
遺
品
か
は
言

っ
て
な
い
が
、
察
す
る
に
母
親
の
羽
織

か
。
だ
か
ら
温
か
い
の
だ
と
言
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

●
使
森
亀
泉
進

な
の
ひ
ろ

冬
凪
の
フ
ェ
リ
ー
の
港
か
も
め
舞
ふ

桜

道

上

野

君

枝

来
る
年
も
良
き
年
な
れ
と
屠
蘇
祝
ふ

祝

町

今

川

う
め

寒
の
朝
水
槽
の
魚
静
か
な
り

祝

町

今

川

晟

庭
の
梅
雨
を
含
み
て
ふ
く
ら
み
ぬ

角

一

前

原

青

嵐

日
向
ぼ
こ
二
歳
の
話
聞
き
な
が
ら

金

沢

猿

田

俊

子

塩
原
の
山
に
雪
な
く
渓
の
音

蔵

前

田

山

佳

風

境
内
に
子
ら
の
空
手
の
寒
稽
古

東

光

台

田

中

勝

枝

た

塩
鮭
を
裁
ち
除
夜
の
鐘
ま
つ
ば
か
り

髭
釜
岸
根
世
司
子

厨
窓
七
種
粥
の
湯
気
し
づ
く

桜

道

真

田

静

子

初
詣
寄
せ
て
は
返
す
波
の
こ
と

新

町

酒

井

省

電
話
よ
く
鳴
る
日
鳴
ら
ぬ
日
松
の
内

髭

釜

川

崎

京

子

神
苑
に
静
け
さ
と
い
ふ
寒
さ
あ
り

夏

海

大

貫
千
代
子

（
評
）
水
を
打
っ
た
よ
う
な
社
前
の
静

け
さ
、
そ
れ
が
即
ち
境
内
の
寒
さ
な
の

だ
と
言
う
。
寒
さ
イ
コ
ー
ル
静
け
さ
、

そ
ん
な
身
の
引
き
締
る
よ
う
な
静
け
さ

の
中
に
身
を
置
い
て
想
を
練
っ
て
居
る

の
で
あ
る
。

｀ 
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第一保育所年長組「おおつか池に
はくちょうをみにいきました」

2000.2.7 広報おおあらい (8) 



「キラキラ柏」 F5.6 10秒

小松崎弘

► ライトア ップされた海門橋をかんぽの宿の下から撮影

しました。

’̀ 

80~200mm 

「BEACH」 F8 オート

高須 保

► 午後の海辺の風景を逆光でシルエッ トにして撮ってみ

ました。

28~200mm 

フ
ォ
ト
P
H
O
T
O

12月
1
1
日
（
土
）
に
水
戸
市
千
波
湖
畔
で
行
わ
れ
た

平
成
1
1
年
度
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
（
町
の
部
）

で
大
洗
町
が
2
時
間
3
2
分

15
秒
の
タ
イ
ム
で
見
事
第
3

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

大
洗
町
選
手
団
監
督
古
市
俊
彦

コ
ー
チ
渡
辺
高
志
、
永
堀
浩
、

出

沢

孝

久

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
関
根
伸
江

1
区
田
山
寛
豪
（
大
洗
高
）

2
区
松
澤
友
理
恵
（
南
中
）

3
区
清
宮
拓
也
（
南
中
）

4
区
坂
本
真
理
（
常
磐
女
高
）

5
区
高
橋
和
久
（
大
洗
高
）

6
区
小
松
崎
愛
(
-
中
）

7
区
梅
原
貴
志

（
大
洗
高
）

8
区
米
川
裕
也
（
水
戸
工
高
）

9
区
清
水
舞
美
（
常
磐
女
高
）

1
0
区
深
作
浩
之
（
束
京
電
力
）

11
区
田
山
友
紀
子
（
南
中
）

12
区
小
松
崎
海
(
-
中
）

1
3
区
今
野
め
ぐ
み
(
-
中
）

14
区
関
谷
能
史
（
祝
町
小
教
諭
）

川
上
真
由
（
大
洗
高
）
、
中
山
幸
緒

（大
洗
高
）、

小
松
崎
勇
樹

(
-
中
）

に

＆

／
 

、Vp
 

ヽ

.J• t
 

g
平
成

11
年
度
市
町
村
対
抗
駅
伝

W

大
洗
町
が
第

3
位
に
入
賞

NE 
丑洗＊
 



訂に広かnる
健霞づくり0輪

（
 

昨年の9月から10月に健康福祉センターで行われ

ていた朝のいきいき体操に参加した皆さんが「体の

調子が良くなった。自分たちで続けていきたい」と

公園や駐車場などで自主的にいきいき体操を行って

います。

それぞれ20~30名の方々が参加、ストレッチ体

操（筋肉をのばす）をしっかりと行い、いきいき体操

を2回というプログラムで健康づくりをしています。

現在は、 2丁目 （代表大内俊夫さん）、束光台 （代

表今関みよさん）、永町 （山口剪津子さん）大貫寺

釜（三村将夫さん）の4グループが活動しています

ので、こ＂近所の方は、最寄りのグループに参加して

みてはいかがでしょう。

なお、新たにグループで始めたいという方は、健

康福祉センターでカセットデッキをお貸ししますの

(_ でご相談下さい。
▲毎日の積み重ねが健康につながります

,
'-

i
 
［
 

'!E
^
 
i
 
j
 

じ
．

▲さあ、 みんなで滑ろう

・r̀  

スキーがつなく
コミコニケーション
スキーをとおして親子がふれあう「親子ふれあ

いスキ＿教室」が1月8日、栃木県エーデルワイス

スキ＿場で行われました。

町内の親子14組37名が参加。初心者と中級の

グループに分かれ町体協スキ一部の指導のもと、

中級の皆さんはより上手く、初心者は安全に滑る

ボーゲンをマスタ＿し、参加した皆さんは、親子

そろって滑りを満喫していました。

2000.2.7 広報おおあらい (l 0) 



訊＼しくてきた！？
おさかな料理

12月13• 15 • 16日の3日間、大洗町漁業協

同組合婦人部の協力で大洗高校の生徒たちが魚料

理の調理実習に挑戦しました。

漁協婦人部の指導のもと魚と格闘、さんまのマ

リネとつみれ汁、サバのみそ煮をつくりあげ、調

理室はおいしそうな香りにつつまれました。

生徒たちは、「大変だったけど、けっこう上手

くできた」とおいしそうに試食していました。

2千年褪の日の目に願いを込めて

(l l) 広報おおあらい 2000.2.7 

楽しく親しむ
心

インクリッシュ
町内4つの小学校で国際理解を深めることなどを

目的に町英語指導助手アンディ先生との英語体験授

業「アンディ先生と話そう」が行われています。

アンディ先生は、 1学期から定期的に各学校を訪

れ、今では子どもたちの人気者となりました。

英語によるふりを交えた遊び歌やゲーム、アンデ

ィ先生への質問など和気あいあいとした雰囲気の中

で子どもたちは生きた英語に親しんでいます。

1月7日、大洗町の観光PRとし

て「2000年の初日の出イベント」

が大洗海岸で行われ、日の出をバ

ックに勇壮な荒磯太鼓の演奏やハ

マグリ汁がふるまわれました。

当日は大勢の方々が訪れ、用意

したハマグリ汁7500食（大洗海

岸7200食、マリンタワー前300

食）が足りなくなるほどの盛況ぶ

りでした。

訪れた皆さんは、雲間から昇る

日の出に心新たに2000年を迎え

たことと思います。



た
だ
し
、
1
2
月
2
2
日
よ
り
1
2
月
2
5
日

9
時
か
ら
2
1
時

県
の
管
理
規
則
改
正
に
伴
い
、
営
業

時
間
が
平
成
1
2
年
2
月
ー
日
よ
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

3
月
1
日
よ
り
8
月
31
日
ま
で

9
時
か
ら
2
1
時

9
月
1
日
よ
り
2
月
末
ま
で

9
時
か
ら
18
時

マ
リ
ン
タ
ワ
—
営
業
時
間

変
更
の
お
知
ら
せ

（
 

‘、

〔こみ処理手数料計算例〕

60kgのこみを施設に

搬入した場合

60kgX 10円＝600円

となります

大
洗

・
旭

・
水
戸
環
境
衛
生
組
合

一
般
家
庭
か
ら
の
こ
み
持
込
み
が

有
料
と
な
り
ま
す

一
般
家
庭
か
ら
環
境
衛
生
組
合
へ
の

ご
み
持
込
み
に
つ
い
て
は
、

現
在
「
全

量
無
料
」
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
対
策
や
環
境
保
全
の
た
め

の
こ
み
処
理
費
用
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
平
成
12
年
4
月
1
日

よ
り
、
家
庭
か
ら
の
施
設
へ
の
60
kg以

上
の
持
込
み
に
つ
い
て
は
、

l
k
g
あ
た

り
10
円
の
手
数
料
を
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
の
電
話
番
号
は

(
2
6
7
)
1
1
2
6
で
す
。

「
4
1
2
6
」
や
「
5
5
2
6
」
な
ど

の
覚
え
違
い
や
局
番
間
違
A
が
多
く
こ

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
電
話
に
は
、
十
分
に
ご
注

意
下
さ
い
。

ま
た
、

健
康
増
進
係

（前
保
健
セ
ン

タ
ー
）
は
同
じ
施
設
内
で
す
が
電
話
番

号
が
違
い
ま
す
。
霜
話
番
号
は

(
2
6

6
)
l
o
l
o
で
す
。

日
時
／
2
月
2
0
日

（日
）

雨
天
時
は
2
月
27
日

（日）

場
所
／
総
合
運
動
公
園
集
合

（成
田
地

区
を
歩
き
ま
す
）

内
容
／
2
人
か
ら
5
人
の
グ
ル
ー
フ
に

よ
る
歩
い
て
も
走
っ
て
も
良
い

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

部
門
／
小
学
生
男
女

(4
1
6
年
）

家
族
、
フ
リ
ー

4
1
5krn

中
学
生
男
女
、

一
般
（
高
校
生

以
上
）

6krn

申
込
み
／
生
涯
学
習
課

当
日
も
受
付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(2
6
7
)
0
2
3
0
 

申告出張受付日程表

月 日曜 会場 受付時間

10 木 松川集落センター

14 月 農業会館

15 火 神山集落センター

16 水 角ー集会所
9 30 

2 i 

17 木 大貫集会所 15 00 

永町会館

18 金
東集会所

21 月 祝町集会所

※町県民税の申告に不明な点がありま

したら税務課までお問い合わせ下さい。

合 (267)5l l l 内線(14l ・ l 42) 

町
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

参
加
者
募
集

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

▼
町
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
さ
れ

て
い
る
方
。

▼
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
次
の
い
す

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
給
与
所
得
の
ほ
か
に
「
地
代
、

家
賃
、
配
当
、
農
業
」
等
給
与
以

外
の
所
得
が
あ
る
場
合
。

申
告
出
張
受
付
を
ご
利
用
下
さ
い

申
告
受
付
期
間
中
は
町
役
場
税
務

課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

次
の
と
お
り
出
張
受
付
も
行
い
ま

す
の
で
最
寄
り
の
会
場
を
こ
利
用

下
さ
い
。

「
所
得
税

•
町
票
民
税
の
申

告
期
間
は

2
月
1
6
日
ー

3
月

15
日
で
す
」

1
月
1
日

5

時

か

ら

21
時

1
月
2
日
よ
り
1
月
3
日

9
時
か
ら
21
時

※
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

18
時
以

降
も
事
前
の
予
約
の
あ
る
場
合
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
／
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

6

(2
6
6
)
3
3
6
6
 

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ま
ち
が
い
電
話
に
こ
注
意
を

平
成
1
2
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
、
平
成
1
年
中
の
営

業
や
農
業
、
そ
の
他
各
種
所
得
の
あ

る
方
が
対
象
で
3
月
15
日
ま
で
に
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
給
与
所
得
の
み
の
方
で
も
事
業

主
が
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
。
（
提
出
し

て
あ
る
か
ど
う
か
は
商
店
主
、
船

主
、
ま
た
は
経
理
担
当
者
に
確
認

し
て
下
さ
い
）

③
雑
損
控
除
及
び
医
療
控
除
を
受

け
る
場
合
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
す

る
方
は
町
県
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

町
県
民
税
（
住
民
税
）
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

2000.2.7 広報おおあらい (12) 



となりのまちから

水戸地方広域市町村圏協議会

市制施行110周年記念
第104回水戸の梅まつり

春のさきがけ「水戸の梅まつり」が偕楽園

館 で 2月 20日から3月 31日 まで行われます。

偕楽園には、約 100種 3千本、弘道館には、約

60種 8百本の梅が咲き誇り 、 まつり期間中には多彩

なイベントが行われます。

皆さんお誘い合わせの上、お出かけ下さい 。

問合せ 水戸観光協会fl224-044l 

水戸市観光課

弘道

fl224-l l l l 

（内線513)

児

童

手

当

は

、

次

代

を

担

う

子

供

の

健

全

な

育

成

と

資

質

の

向

上

・

生

活

の

安

定

を

目

的

に

、

3
歳

未

満

の

児

童

を

養

育

さ

れ

て

い

る

方

に

支

給

さ

れ

ま

す

。

（

対

象

年

齢

は

変

更

予

定

有

）

手

当

は

申

請

し

た

翌

月

か

ら

支

給

さ

れ

る

の

で

、

早

め

に

申

請

し

て

下

さ

い

。

児
童
手
当
の
申
請
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

1→ 
....梅まつりのPRに役場を訪れた 「水戸の梅むすめ」

支

給

対

象

／

3
歳

未

満

の

児

童

を

養

育

し

て

い

て

、

前

年

の

収

入

額

が

一

定

未

満

の

方

手

当

額

（

月

額

）

2
人

目

ま

で

l
人

に

つ

き

5
、

0
0
0
円

3
人

目

以

降

l
人

に

つ

き

l
o、

0
0
0
円

申

請

方

法

／

役

場

福

祉

課

に

「

児

童

手

当

認

定

請

求

書

」

を

提

出

し

て

下

さ

い

。

（

用

紙

は

福

祉

課

に

用

意

し

て

あ

り

ま

す

）
必

要

な

も

の

／

印

鑑

、

申

請

者

名

義

の

銀

行

（
郵

便

局

は

除

く

）

の

預

金

通

帳

、

厚

生

年

金

な

ど

の

加

入

証

明

書

、

児

童

手

当

用

の

所

得

証

明

書

（

大

洗

町

に

転

入

さ

れ

た

方

の

み

）

問

合

せ

／

福

祉

課

（

内

線

ー

5
2
)

公
的
年
金
の
し
く
み

わ

が

国

の

公

的

年

金

制

度

は

国

民

年

金

、

厚

生

年

金

保

険

、

共

済

組

合

の

3

グ

ル

ー

プ

に

分

け

ら

れ

ま

す

が

、

国

民

年

金

は

全

国

民

が

加

入

す

る

制

度

と

し

て

基

礎

年

金

と

い

う

基

礎

的

な

年

金

給

付

を

行

い

ま

す

。

会

社

員

や

公

務

員

な

ど

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

や

O
L
な

ど

の

方

は

厚

生

年

金

保

険

や

共

済

組

合

に

加

入

す

る

と

と

も

に

、

国

民

年

金

に

も

加

入

し

、

基

礎

年

金

の

給

付

と

基

礎

年

金

の

上

乗

せ

と

し

て

、

報

酬

比

例

の

年

金

な

ど

の

給

付

を

受

け

ま

す

。

ま

た

国

民

年

金

に

加

入

し

て

い

る

自

営

業

者

な

ど

の

方

の

基

礎

年

金

の

上

乗

せ

と

し

て

、

国

民

年

金

基

金

制

度

が

あ

り

、

厚

生

年

金

保

険

の

上

乗

せ

と

し

て

、

厚

生

年

金

基

金

制

度

が

あ

り

ま

す

。

公

的

年

金

制

度

の

目

的

の

＿

つ

は

、

終

身

に

わ

た

っ

て

、

長

い

老

後

生

活

の

基

本

的

な

部

分

を

経

済

面

で

確

実

に

保

証

す

る

こ

と

で

す

。

そ

の

た

め

、

少

な

く

と

も

5
年

に

一

度

、

財

政

再

計

算

を

行

い

、

年

金

額

の

見

直

し

を

行

う

ほ

か

、

完

全

物

価

ス

ラ

イ

ド

制

を

導

入

し

て

、

年

金

の

実

質

的

価

値

を

維

持

し

て

い

ま

す

。

基

礎

年

金

の

種

類

●

老

齢

基

礎

年

金

11
保

険

料

を

納

め

た

期

間

（

免

除

期

間

を

含

む

）

が

最

低

25

年

以

上

あ

る

人

が

、

65歳
か

ら

生

涯

受

給

で

き

る

年

金

で

す

。

年

金

額

8
0
4、
2
0
0
円

(20歳
か

ら

60歳
ま

で

の

期

間

、

も

れ

な

く

保

険

料

を

納

め

て

65歳
で

受

給

し

た

場

合

）

●

障

害

基

礎

年

金

11
国

民

年

金

に

加

入

し

て

い

る

間

に

病

気

や

ケ

ガ

で

障

害

者

に

な

っ

た

時

、

障

害

の

程

度

が

ー

級

ま

た

は

2
級

の

状

態

に

あ

り

、

一

定

の

納

付

条

件

を

満

た

し

て

い

る

と

き

支

給

さ

れ

ま

す

。

ま

た

、

20歳
前

の

病

気

や

ケ

ガ

で

障

害

者

に

な

っ

た

場

合

も

、

支

給

ー

級

ー

、

0
0
5、
3
0
0
円

2
級

8
0
4
、
2
0
0
円

●

遺

族

基

礎

年

金

11
国

民

年

金

の

被

保

険

者

ま

た

は

被

保

険

者

で

あ

っ

た

人

が

死

亡

し

、

一

定

の

保

険

料

納

付

条

件

を

満

た

し

て

い

る

と

き

に

、

そ

の

人

に

よ

っ

て

生

計

を

維

持

さ

れ

て

い

た

遺

族

（
子

の

あ

る

妻

ま

た

は

子

）

に

支

給

さ

れ

ま

す

。

年

金

額

8
0
4、
2
0
0
円

子

が

一

人

の

と

き

年

金

額

1
、

0
3
5、
6
0
0
円

子

が

二

人

の

と

き

年

金

額

ー

、

2
6
7、
6
0
0
円

相

談

日

／

毎

週

金

曜

日

場

所

／

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

「

ゆ

っ

く

ら

健

康

館

」

ー

階

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

室

時

間

／

午

後

ー

時

30分

1
3
時

※

第

ー

金

曜

日

の

み

弁

護

士

の

相

談

（

要

予

約

）

相

談

無

料

申

込

み

／

社

会

福

祉

協

議

会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

心
配
こ
と
相
談

さ

れ

ま

す

。

年

金

額

(13) 広報おおあらい 2000.2.7 
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家
庭
内
の
不
用
品
や
手
づ
く
り
の
小

物
等
を
持
ち
寄
っ
て
、
小
さ
な
お
店
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
3
月
5
日
（
日
）

午
前
1
0
時
＼
午
後
3
時

場
所
／
中
央
公
民
館
海
側
駐
車
場

（
雨
天
時
、
文
化
セ
ン
タ
ー
内）

対
象
／
町
民
の
方
、た
だ
し
、小

・
中

高
校
生
や
業
者
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん

参
加
料
／
ー
ス
ペ
ー
ス
に
つ
き
5
0
0

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
マ
—
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

映
画
上
映
（
無
料
）
や
お
た
の
し
み

コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
／
3
月
5
日
（
日
）

午
前
1
0
時
1
午
後
3
時

場
所
／
中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
お
知
ら
せ

（
 

「
老
人
性
痴
呆
」
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
｀
そ
の
予
防
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
3
月
7
日
（
火
）

午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時
3
0
分

場
所
／
茨
城
県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

3
階
会
議
室

講
師
／
高
齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ

ー
ス
リ
I
A
所
長
増
田
末
知
子

申
込
み
／
参
加
希
望
の
方
は
、
電
話
又

は
F
A
X
（
住
所

・
氏
名
を
明

記
の
上
）
で
2
月
2
9
日
ま
で
に

お
申
込
み
下
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先
／
水
戸
保
健
所
保
健

「
ぽ
け
な
い
老
後
の
た
め
に
」

講
演
会
の
お
知
ら
せ

円
の
出
店
料
を
申
込
時
に
納
入

（
出
店
料
は
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
い
た
し
ま
す
）

ー
店
舗
に
何
名
で
も
参
加
可

募
集
店
数
／
8
店
（
ー
ス
ペ

ー
ス
は
3

m
x
3
m
)
 

申
込
期
間
／
2
月
2
9
日
ま
で

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

指
導
課
精
神
保
健
福
祉
担
当

6

(
2
4
l
)
0
l
o
o
 

F
A
X
(
2
4
l
)
5
3ー

3

■貸
出
期
間

空
調
設
備
工
事
に
よ
り
休
館
と
な
っ

て
い
ま
し
た
図
書
室
は
、
2
月
1
0
日
か

ら
開
館
い
た
し
ま
す
。

■休
館
日

2
月
日
日
（
金
）

・
14
日
（
月
）

•
2
1
日
（
月
）

・

2
8
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
1

午
後
4
時
3
0
分

2
週
間
（
l
人
3
冊

）

詩
‘
翻
訳
、
創
作
わ
ら
べ
う
た
な
ど
幅

広
く
活
躍
し
て
い
る
谷
川
俊
太
郎
氏
。

子
ど
も
の
た
め
の
詩
や
童
話
も
多
く

「
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
う
た
」
の
訳
で
も

有
名
で
代
表
作
は
「
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ

ト
」
「
母
の
恋
文
」
「
谷
川
俊
太
郎
詩
集
」

な
ど
。

期
間
／
2
月
1
2
日
1
4
月
3
0
日

場
所
／
中
央
公
民
館
図
書
室

小
さ
な
小
さ
な
特
別
展

谷
川
俊
太
郎
展

‘、

新
人
物
往
来
社

家
康
・
秀
忠
・
家
光
と

一
族
間

に
渦
巻
く
愛
と
野
望
の
軌
跡
。
平

成
1
2
年
N

H
K
大
河
ド
ラ
マ
総
特

集

小
学
館

ゆ
う
ち
ゃ
ん
が
ポ
コ
ポ
コ、

し

ん
く
ん
が
テ
ク
テ
ク
あ
る
い
て
い

る
と
ラ
イ
オ
ン
に
あ
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら

。
へ
ん
て
こ
な
ラ

イ
オ
ン
の
お
は
な
し
で
す
。

ぅーち苓んとしんくんと

んてこライオン
k 冑↓

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

長

新

太

ゆ
う
ち
ゃ
ん
と

し
ん
く
ん
と

へ
ん
て
こ
ラ
イ
オ
ン

R

書

紹

介

偲
川
葵
三
代

月日躍 催事内容 開始時闘 開催場計 燻方盗

2 26 土大洗町漁協通常総会 8.30~ 大会鼠室 関係者

4土機浜小学校吹奏楽演奏会 1300~ ホール 無料

3 5 日第l回生涯学習フェスティバル 900~ 爪ー）レ 無 料

12 日みんなの発表会（滝口保育園）9 00~ ホー）レ 無料

固定資産税（第4期）

下水道受益者負担金（第4期）

国民年金 (2月分）

納期は

2月29日迄です。

2000.2.7 広報おおあらい (14) 



月 17 曜 事業名 対象者 受 付時間

17 木 ニニ柾況合接種 学校もれ者 1300~1345 

18 金 杉幾能回復訓練 障害をもった）iで機能調練が必要な方 900~1100 

杉幾能回復訓練 障害をもった）iで機能調練が必要な方 900~1100 
22 火

多っれあい広場 乳幼児と親 900~1100 

23 水 1歳 6カ月児健診 滴l巌6カ）jに達した幼児 1300~1345 
2 

孝ィ俎よ1；人lt相医租談対象者 老人医脱受給者証浙批交付者 900~1130 
24 木

乎 L児健診 生生後後 36 ヵカ月）—J ～~‘71 カヵ ）月1 のの乳乳児児 1300~1345 

25 金 1裁 能回復訓練
障（内包科を医もっ診た糾）i暉で1讚）能，)II紬が必要な方 900~1100 

1殻 能回復訓練 障害をもった方で機能訓紬が必要な方 900~1100 

29 火 ふっれあい広場 乳幼児と親 900~1100 

三 種混合接種 生後3カ月～90カ）lA濯仰）乳幼児 1300~1345 

3 金
榜 能皿復訓練 叩げ‘l,l, ,学を根もっ法たl~）liiiでi/:11護)能l~I純が必要な方 1300~1500 

一 般 健康 相 談 般 瞑 9.30~llOO 
6 月

巨図：子相談 I:J:料及び乳幼）し 930~1100 

1幾 能回復訓練 閃‘lfをもった）iで機能，JII綽が必要な方 900~1100 

7 火
ふ れヽあい広場 孔幼尻と親 900~llOO 

親と位）雌予防教窒 2ir~/J)幼児及び栂親 1345~14:00 

3 8 水
湖['.乳政教室 生後3カ月～］2カ月の乳幼児及び/:}親 1045~1100 

9 木 ：：：：：種混合接種 生後3カ月～90カ）1未憐の乳幼児 1300~1345 

10 ＾ 工f,:

桂使能11111妬?JII練 篠害をもった方で機能訓練が必要な）］ 900~1100 

桂隻能1111復訓練 閥害をもった）］で機能調練が必要な）］ 900~llOO 

14 火 ふれあい広拗 乳幼児と槻 900~1100 

ッベルクリン反応検脊 生後3カ月～48カ）j未蒻I!)乳幼児 13 00~13 45 

15 水 3歳児健診 満3歳に逹した幼尻 1300~13 45 

16 木 BCG接種 ッベルクリン反応検脊で陰性の者 1300~13 45 

アイドIL!

（健康福祉センター健康姻進係）

よねかわ もも ね

米川桃音ちゃん

（中宿 lOカ月）

●父

●母

喬

麻衣子

いたすら大好き

ももっちですイェーイQ

すすき

鈴木

（荒谷

●父

●母

かつや

加津也くん

7カ月）

東海男

かつ子

直で元気に

すくすく育ってね l

骨粗しょう

症検診

大洗町
最新情報

昨

年

の

12月
に

、

町

の

骨

粗

し

ょ

う

症

検

診

を

実

施

し

ー

2

0

名

の

方

が

受

診

さ

れ

ま

し

た

。

今

回

の

結

果

を

グ

ラ

フ

で

表

し

た

も

の

が

図

ー

で

す

が

、

4

0

歳

を

境

に

「

要

注

意

者

」

の

割

合

が

6

.

5

％

か

ら

4

0

・

5

％

と

急

増

し

て

い

ま

す

。

み

な

さ

ん

ご

存

知

の

と

お

り

、

骨

粗

し

ょ

う

症

は

骨

が

ス

カ

ス

カ

に

な

り

骨

折

し

や

す

く

な

る

状

態

を

い

い

ま

す

が

、

特

に

高

齢

に

な

っ

て

か

ら

の

骨

折

は

、

ね

た

き

り

に

つ

な

が

る

心

配

が

あ

り

ま

す

。

骨

粗

し

ょ

う

症

に

な

る

背

景

に

は

い

く

つ

か

理

由

が

あ

り

ま

す

。

①

骨

は

生

き

て

い

ま

す

の

で

、

常

に

破

壊

（

骨

吸

収

）

と

再

生

（

骨

形

成

）

と

い

う

新

陳

代

謝

を

繰

り

返

し

て

い

ま

す

。

骨

が

「

破

壊

さ

れ

る

量

」

と

「

再

生

さ

れ

る

坦

」

の

バ

ラ

ン

ス

が

と

れ

て

い

れ

ば

、

骨

が

ス

カ

ス

カ

に

な

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

何

ら

か

の

理

由

で

十

分

に

新

し

い

骨

が

作

ら

れ

な

か

っ

た

り

す

る

と

、

だ

ん

だ

ん

と

骨

量

が

減

っ

て

き

て

し

ま

い

ま

す

。

②

骨

に

は

、

血

液

中

の

カ

ル

シ

ウ

ム

濃

度

を

一

定

に

保

っ

た

め

の

貯

蔵

匝

と

し

て

の

働

き

も

あ

り

ま

す

。

血

液

中

の

カ

ル

シ

ウ

ム

濃

度

が

少

な

く

な

る

と

、

そ

の

濃

度

を

一

定

に

保

と

う

と

し

て

、

自

ら

の

骨

に

含

ま

れ

る

カ

ル

シ

ウ

ム

を

溶

か

し

だ

し

、

血

液

中

の

カ

ル

シ

ウ

ム

濃

度

を

元

に

戻

そ

う

と

し

ま

す

。

で

す

か

ら

カ

ル

シ

ウ

ム

摂

取

量

が

少

な

い

と

、

ど

ん

ど

ん

骨

量

も

減

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

③
ま
た
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
と

も

関

係

が

あ

り

ま

す

。

4

0

歳

は

、

女

性

に

と

っ

て

ホ

ル

モ

ン

の

分

泌

が

不

安

定

に

な

り

始

め

る

時

期

で

す

。

今

｀ 

図 1 骨粗しょう検診結果

100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

0% 

（

保

健

船

回

の

結

果

を

見

て

も

お

わ

か

り

の

と

お

り

、

こ

の

時

期

か

ら

骨

粗

し

ょ

う

症

の

発

症

頻

度

が

急

増

す

る

の

は

、

骨

を

強

化

す

る

役

割

の

女

性

ホ

ル

モ

ン

（

エ

ス

ト

ロ

ゲ

ン

）

が

急

激

に

減

少

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

骨

の

「

破

壊

」

と

「

再

生

」

の

バ

ラ

ン

ス

が

崩

れ

る

た

め

で

す

。

骨

粗

し

ょ

う

症

を

早

く

見

つ

け

る

た

め

に

は

、

ま

す

現

在

の

自

分

の

骨

量

を

知

っ

て

お

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

検

査

の

時

点

で

骨

量

が

少

な

け

れ

ば

、

将

来

自

分

が

骨

粗

し

ょ

う

症

に

な

り

や

す

い

と

予

測

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

し

、

ま

た

数

年

後

再

検

査

し

た

と

き

に

、

前

回

の

結

果

と

骨

m

を

比

較

す

る

こ

と

が

で

き

て

、

そ

の

後

の

生

活

習

慣

を

見

直

す

よ

い

チ

ャ

ン

ス

と

な

り

ま

す

。

ま

だ

骨

粗

し

ょ

う

症

検

診

を

受

け

た

こ

と

の

な

い

人

や

数

年

検

診

を

受

け

て

い

な

い

人

は

、

ぜ

ひ

来

年

度

の

検

診

を

受

診

す

る

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。

(l 5) 広報おおあらい 2000.2.7 
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シ／、豚館の1鱈 9入
テ n←n^ ‘さ

ワカサギ
冬の風物詩でおなじみのワカサギ。フライや唐揚げで食

べたことのある方は多いと思いますが、生きている姿をみ

たことの無い方がほとんどでしょう。実は大変デリケート

なワカサギは飼育するのが難しいために、なかなか泳ぐ様

子にお目にかかれない魚の一つです。

茨城県では、ワカサギを県の魚（淡水部門）に選定して

います。しかし、代表する魚でありながら最近は水質悪化

や外来魚の影密などで数が激減し、その保護が叫ばれてい

ます。

編集発行●大洗町役場町長公室 〒311-1392茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275 合 029(267)51l l（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社

◎ ※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。
ぐり．．。


